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號
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叉
、
火
星
の
接
近

京
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研
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員
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學
士
山
本
一
清

　
　
　
　
輔
，
今
年
度
の
火
星

　
今
年
（
大
正
十
三
年
）
も
b
ま
た
火
星
が
我
が
地
球
に
接
近
し
て
來
る

火
星
は
、
一
昨
年
の
六
月
に
も
頗
る
近
く
や
っ
て
來
、
目
出
か
ら
は
誰

　
　
　
　
　
あ
か
ぼ
し

の
眼
に
も
此
の
赤
星
が
、
蝸
座
の
ア
ン
タ
レ
ス
星
ε
並
ん
で
，
美
し
く

見
え
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
自
分
は
其
の
年
の
始
め
か
ら
、
口
や
筆
を

以
っ
て
、
可
な
り
熱
心
に
火
星
の
観
望
を
す
・
め
た
。
同
好
會
S
し
て

も
、
岡
山
に
は
前
例
の
無
い
「
火
星
講
習
會
」
を
開
き
，
又
、
大
阪
で
は
好

機
を
得
て
、
火
星
接
近
に
關
す
る
模
型
や
團
表
を
展
覧
し
た
。
「
天
界
」

は
，
叉
其
の
年
，
二
四
日
目
も
火
星
に
心
す
る
特
別
號
を
獲
甚
し
，
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム

星
學
の
哺
般
に
わ
た
っ
て
試
み
た
諸
種
の
論
明
は
、
ま
こ
ミ
に
、
一
通

ム
　
ム
　
ム
　
ム

り
以
上
で
あ
っ
た
ミ
思
っ
て
み
る
。

　
か
く
、
一
昨
年
、
可
な
り
ひ
ろ
く
宣
傳
し
た
火
星
の
興
味
の
目
的
は
、

一
は
、
勿
論
其
の
年
の
珍
ら
し
い
天
象
を
紹
介
し
た
の
に
あ
る
け
れ
＄

今
一
つ
は
、
此
の
大
正
十
三
年
度
に
近
距
離
に
干
る
火
星
の
豫
備
知
誠

を
供
給
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
生
意
涙
い
二
者
は
、
知
っ
て
居
ら
れ
鴨
こ
ミ
ミ
思
ふ
が
、
自
分
等
は

一
昨
年
の
時
に
，
既
に
幾
度
・
こ
な
く
、

「
明
後
年
は
今
年
よ
り
も
火
星
が
一
瞥
近
い
の
だ
」

ε
叫
ん
だ
。
火
星
は
、

　
大
正
十
一
年
六
月
十
九
日
に
一
手
七
里
四
十
萬
里

の
鮎
ま
で
地
球
に
近
づ
い
た
の
だ
け
れ
，
ご
、
今

　
大
正
十
三
年
八
月
二
十
三
日
に
は
一
千
四
百
二
十
萬
里

ま
で
も
近
く
來
る
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
エ
ー
ズ

　
さ
て
、
ま
つ
今
年
、
火
星
の
表
は
す
抽
象
は
（
天
界
第
十
九
號
第
一

一山

n
頁
，
こ
比
較
せ
・
ら
れ
よ
）

斜
交
鮎
通
過

第
一
矩
象

火
星
の
秋
分

第
一
留

地
球
に
最
近

同同同同大
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衝

　
近
日
鮎
通
過

　
第
二
留

　
火
星
の
冬
至

　
第
二
箱
象

　
昇
交
鮎
通
過

泊
れ
を
、

同同旨同同同

　
　
　
　
一
男
年
の
時
ぐ
」
比
べ
て
見
る
一
こ
、

分
前
十
六
日
こ
い
ふ
時
、
地
球
で
言
へ
ば
九
月
の
始
め
で
、
北
卓
球
は

．
残
暑
が
術
暑
い
頃
に
相
當
す
る
わ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
今
年
の

火
星
は
衝
が
秋
分
後
百
四
日
冬
至
前
四
十
三
日
、
し
い
ふ
時
で
あ
る
か
ら

地
球
の
二
幅
月
の
宋
頃
に
當
り
、
北
孚
球
は
秋
色
正
に
酪
な
る
時
、
南

・
牛
球
は
晩
春
初
夏
の
候
で
あ
る
Q
そ
し
て
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
地

球
の
観
測
者
に
封
し
て
は
、
今
年
の
火
星
は
南
牛
球
を
好
く
見
せ
て
奨

れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
，
望
違
鏡
所
有
者
は
火
星
の
春
夏
の
時
候
を
見

る
こ
一
こ
が
出
來
る
一
、
一
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
二
、
天
球
上
の
火
星
運
行

　
大
正
十
三
年
が
明
け
た
。
元
旦
の
未
明
、
既
に
火
星
は
天
秤
星
座
の

中
央
に
あ
る
。
日
出
前
三
時
間
に
し
て
東
南
東
の
地
卒
線
か
ら
上
っ
て

來
る
。
色
は
例
の
通
り
赤
で
、
光
度
は
一
・
七
等
、
附
近
に
明
る
い
星
は

無
い
か
ら
、
す
ぐ
眼
に
つ
く
。
し
か
し
、
此
の
頃
，
木
星
が
蛇
遣
ひ
座

八
月
二
十
四
日
午
前
二
時

八
　
月
三
十
一
日

九
　
月
二
＋
四
日

十
　
月
六
　
　
日

十
二
月
二
十
山
ハ
ロ

十
二
月
三
十
一
日

　
　
　
　
一
昨
年
の
衝
は
火
星
の
秋

に
あ
っ
て
、
嚇
時

間
後
ろ
か
ら
火
星

を
追
ひ
、
又
、
蝸

の
ア
ン
タ
レ
ス
星

も
間
も
な
く
現
は

れ
て
來
る
か
ら
、

年
初
の
東
天
は
可

な
り
賑
や
か
で
あ

る
。
初
日
出
を
拝

む
人
々
を
喜
ば
せ

る
で
あ
ら
う
。

　
其
の
後
、
火
星

は
太
陽
を
追
ふ

て
東
進
。
踊
月
二

十
三
日
に
は
蝸
座

の
べ
星
の
牛
度
の

ε
こ
ろ
ま
で
近
づ

く
。
べ
星
は
青
い

（
二
）
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叢ぞ＼
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ゑ富加

ヘ
リ
ウ
ム
星
で
あ
り
、
火
星
は
赤
い
血
の
色
だ
か
ら
、
望
遠
鏡
で
な
く

　
　
　
　
　
み
も
の

て
も
、
面
白
い
見
物
だ
ら
う
。
帰
昨
年
の
二
月
二
十
三
日
に
も
同
檬
な



こ
ミ
か
あ
っ
世
　
（
犬
界
線
十
七
號
、
第
七
二
頁
を
見
よ
。
）
そ
れ
か
ら

火
星
は
蛇
遣
ひ
座
へ
入
り
，
以
前
か
ら
此
の
あ
た
り
を
徐
行
し
て
み
る

木
星
の
御
尻
を
っ
Σ
く
や
う
に
見
え
、
二
月
十
四
日
午
前
二
時
に
は
木

星
0
2
南
○
度
二
十
六
分
ま
で
接
近
す
る
。
罹
れ
を
望
亡
霊
で
見
れ
ば
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス

白
い
に
は
違
ひ
な
い
。
木
星
の
光
は
負
一
・
四
等
、
火
星
が
正
一
．
三

等
、
そ
れ
に
小
さ
い
四
つ
の
ガ
リ
レ
オ
衛
星
が
並
ん
で
、
之
れ
等
が
皆

望
遽
鏡
の
親
野
の
中
に
入
る
の
だ
。
爲
眞
な
3
も
好
い
に
蓮
ひ
な
い
。

焦
鮎
一
尺
以
上
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
る
る
人
々
は
、
此
の
H
、
朝
早
く

此
等
の
星
々
を
ね
ら
ひ

し
ぼ
り
を
一
ぽ
い
開
い

て
、
五
秒
乃
至
＋
秒
の

曝
露
を
せ
れ
ば
成
功
す

る
だ
ら
う
。

　
木
星
を
追
ひ
越
し
た

火
一
星
は
、
爪
何
、
東
へ
行

進
を
、
つ
虫
け
る
が
、
其

の
道
々
は
、
蛇
遣
ひ
座

の
南
、
蝸
座
ぐ
一
射
手
座

の
北
部
あ
た
り
で
、
天

の
河
の
中
で
は
あ
る
が

×ipe　h”x

　　　　　　　　　　　曝聾

　　　it　一一　一S　一t一一U－－．一4

　　tt
　　／　　薩魍
　　！⑭トう’冒しマオフ

　t

大
き
い
星
が
附
近
に
無
い
か
ら
、
火
星
凋
り
の
天
下
で
あ
．
る
。
三
月
二

日
、
射
手
座
の
入
口
で
黄
道
を
南
に
横
切
り
、
帥
ち
降
露
里
通
過
を
や

る
の
は
前
掲
の
表
の
通
り
。
光
輝
は
三
月
始
め
に
一
・
○
等
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ズ

四
月
の
末
に
は
山
羊
星
座
に
侵
入
し
て
、
員
一
等
ξ
な
り
、
東
天
の
出

現
も
、
よ
ほ
さ
早
く
な
っ
て
、
夜
牛
過
ぎ
に
は
既
に
其
の
姿
を
現
は

す
。　

七
月
二
十
六
日
に
は
水
瓶
座
デ
星
附
近
で
始
め
て
の
留
ミ
な
る
。
此

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス

頃
は
光
輝
は
負
二
等
ε
な
り
、
南
天
を
厘
す
る
の
観
が
あ
る
。
八
月
の

始
め
か
ら
慰
逆
行
し
て
、
少
し
く
南
に
走
銑
、
い
よ
く
二
十
三
日
、
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス

プ
星
の
北
五
度
の
所
で
地
球
へ
．
最
近
接
・
こ
な
る
。
此
時
、
光
り
は
負
二

・
七
等
。
月
も
金
星
も
居
な
い
か
ら
、
火
星
は
實
に
全
天
の
王
で
あ
る
Q

地
球
か
ら
の
距
離
は
五
千
五
百
八
十
萬
キ
ロ
（
一
千
四
百
二
十
萬
里
、
望

遽
鏡
で
見
れ
ば
覗
直
径
二
＋
五
秒
、
八
十
倍
の
倍
卒
を
滋
っ
て
す
れ
ば
、

月
よ
り
も
大
き
な
盆
形
に
見
え
る
筈
で
あ
る
。

　
八
月
を
渦
ぎ
、
九
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
逆
行
を
つ
草
け
、
二
十
四

ほ
に
至
っ
て
再
び
留
，
そ
れ
か
ら
北
へ
韓
じ
て
、
歩
急
歩
、
黄
道
に
接

近
し
つ
、
東
行
す
る
。
十
“
月
の
下
旬
に
は
魚
座
に
入
る
が
、
日
ミ
共

に
光
り
は
衰
へ
て
、
年
末
に
は
燧
に
○
・
五
等
に
落
ち
る
。

　
之
れ
が
、
三
年
一
年
間
の
火
星
の
行
路
で
あ
る
。
蝋
昨
年
ざ
違
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ロ
ブ

今
年
の
火
星
は
、
水
瓶
座
の
中
央
で
｝
大
曲
輪
を
需
く
。
其
の
長
さ
十

71
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も
の

二
度
、
幅
三
度
に
及
び
、
恰
も
永
瓶
持
ち
の
左
の
股
夕
二
ま
は
り
す
る

や
う
に
見
え
る
。

　
天
界
第
十
七
凱
第
十
一
頁
、
こ
閥
　
襟
に
左
に
火
星
の
位
置
や
大
き
さ
の

表
を
掲
げ
る
。

一
月
一
匹

二
月
一
日

三
月
一
十

四
月
一
口

五
月
一
口

六
月
一
H

二
刀
一
日

入
山
一
日

九
刀
一
鷹

十
月
一
日

＋一

氏
c
日

士
一
月
一
日

黄
細

一
三
八
・
　
義

ご
四
八
三

諮．

ｺ
ハ
毛

ご
八
六
二

三
〇
四
6

三
二
〇
・
五

藝
三
二

証
三
四
ゐ

三
穴
6

蚤
畢
九

蚤
幽
毛

三
男
・
六

距
鴎

一
∵
Ω
】
噌
．
天
畢
位
七
ト
概
鰻

∵
雲
ご
　
　
六
七
8

丁
四
西
六
　
　
　
丑
ハ
農

一
三
四
　
　
四
叢
八

？
盗
八
　
　
三
六
美

？
望
碑
　
　
　
一
一
毒
三

〇
・
瓢
曇
　
　
　
ご
9
充

O
・
四
〇
四
　
　
　
轟
三
六

〇
三
究
　
　
　
一
農
O

？
駆
四
　
　
　
X
O
二

？
六
騒
　
　
　
繭
肉

？
八
六
内
　
　
　
葦
垣
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級

　
火
星
に
關
す
る
一
般
に
つ
い
て
は
天
界
第
十
七
號
（
火
星
叡
迎
號
）
及

び
同
十
九
號
（
火
星
號
）
を
見
ら
れ
た
し
。

（
｝
九
二
三
、
一
二
、
　
｝
七
Q
伽
木
國
ケ
ン
プ
リ
ヂ
ゐ
巾
、
ハ
ー
ヴ
ー
ド
＋
合
學
｝
万
丈
裏

　
に
て
り

星
圖
．
早
見
法

助
面
子
潜
像
士
上
田

穰

　
天
文
に
趣
味
を
も
た
れ
る
方
「
こ
し
云
へ
ば
、
言
ひ
合
は
せ
た
様
に
星

座
の
親
し
さ
か
ら
引
き
入
れ
ら
れ
た
人
々
が
多
い
様
℃
あ
る
。
さ
う
で

な
く
て
も
星
座
電
親
し
む
こ
ざ
に
よ
っ
て
、
濁
れ
丈
、
飽
く
こ
S
知
ら

ぬ
天
文
趣
味
追
求
慾
を
蔑
す
る
こ
・
こ
が
出
來
た
こ
ε
で
せ
う
。

　
星
座
の
形
を
知
り
叉
H
つ
～
～
の
星
の
名
前
を
知
る
こ
ε
は
、
今
迄

鰻
關
心
で
み
た
天
上
に
多
－
の
知
己
を
作
る
こ
ご
に
外
な
ら
ぬ
の
で
如

何
に
も
愉
快
な
話
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。

　
い
で
や
、
い
ま
だ
星
座
に
親
し
み
の
な
い
若
人
に
星
座
の
案
内
を
致

し
ま
せ
・
フ
。

　
先
づ
星
座
－
こ
い
ふ
意
味
か
ら
申
さ
う
な
ら
。
あ
の
大
空
に
鯉
ば
め
た

様
な
撒
多
の
星
は
段
々
夜
の
更
け
る
に
從
っ
て
東
か
ら
西
の
方
に
移
っ

て
は
ゆ
く
も
の
・
、
實
に
整
然
－
こ
し
て
順
序
を
齪
さ
す
あ
ε
の
雁
は
お

互
の
間
隔
も
つ
か
つ
離
れ
す
東
の
塞
に
出
て
來
た
ま
ん
ま
で
西
に
浸
す

る
の
を
認
め
る
こ
一
こ
で
せ
う
。
そ
れ
で
五
角
形
に
な
ら
ん
で
み
る
星
な

ら
ば
い
つ
見
て
も
五
角
形
を
か
た
ち
づ
く
り
叉
丸
く
輪
に
並
ん
で
み
る

も
の
は
い
つ
見
て
も
輪
ω
様
に
並
ん
で
み
る
。
し
か
も
そ
れ
は
其
晩
き


